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人類の起源と多様性

サイエンス基礎講座12011/6/1813:00-16:00茎Ej的ホール
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サイエンス先端講座2(脳週間関連行事)

｢｢ ｢｢ ｢｢ ｢｢ ｢

私たちの脳の重さはおよそ 1.3kg｡この小さな巌器が私たち人間の活動の

すべてをコントロールしています｡うれしい､熱い､ものごとを覚えたり､

｢見る｣ことも､脳が担っています｡画像や動画を見ながら､｢脳が見ている｣

ことを実感してもらいます｡脳の中には驚くべき景色がひろがっています｡

ロ講師 藤田 一郎 氏 lL
大阪大学大学院生命機能研究科 理学博士

□略歴

1984年東京大学大学院理学研究科修了
岡崎国立共同研究機構生理学研究所
カリフォルニア工科大学､
理化学研究所

1994年大阪大学医学部教授を経て現在に至る

l

｢

L l,lE]RB聖,]iO13f嬰.4B主夫と⊥11:PLO+～16i30
子大学附属中等教育学校

[

｢_

_ー____ー_ー_,ー_______｣

目多 ｢
生･高校生･保護者･教職員･科学に興味のある
∠｣

LJ.I.____;

主催:奈良女子大学附属中等教育学校
共催:NPO法人 脳の世紀推進会議
後援:奈良県教育委員会､奈良市教育委員会
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